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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
多目的設備が整い、管理の行き届いた広い公園東側に立地する、建物の２階・３階にホーム
があり、広く明るい居間の窓からは、公園の緑や風景が見渡せます。法人理事長の家族介護
への思いから平成１７年に開設し、８年目を迎えます。職員は、法人の理念「５つの笑顔」とフ
ロアごとの毎月の目標をケアの中で実践し、家族の安心と利用者の心地よい暮らしを支えて
います。地域・ボランティア・保育園児・交換留学生など、多種多様な交流の機会と行事によ
り、生活を楽しめる工夫が図られています。職員の提案シートの活用・研修の参加・交換留学
など、理事長と管理者は働きやすさと知識・技術・質の向上のための取り組みに力を入れて
います。

基本情報リンク先

大阪市東住吉区鷹合３－１－３３所在地
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所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2012_022_kani=true&JigyosyoCd=2770801633-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1  自己評価及び外部評価結果

2770801633

法人名 社会福祉法人　隆生福祉会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 ・外出の機会を増やし、閉じこもらないよう、社会との関係が切れないように支援している。集団での外
出が苦手な方でも個別外出をし、外出先も本人や家族などに本人の行きたい場所や好きな場所を聞
き取りし、外出するようにしている。
・起床時間（起きたい時間に起きる）や入浴時間（夜の入浴）なども個々のご希望に応じ対応している。
・ボランティアなどに協力を求め、いろいろなレクリエーションや外出支援を手伝ってもらっている。ホー
ムに来られる人が増えるということは、なじみの関係が増えるということで定期継続してもらえるように
してもらっている。
・自施設だけでなく、他施設の見学を積極的に行い、良い点を見習い、取り入れるようにしている。

グループホームゆめ長居公園事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成　２５年　９月　５日 平成　２５年　１０月　２８日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４　大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

平成　２５年　９月　２０日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う60

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　福祉サービス第三者評価センター
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自己評価および外部評価結果 

自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

Ⅰ.理念に基づく運営 

1 1 

○理念の共有と実践 

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る 

理念として、ご利用者様・ご家族様・地

域社会・職員・法人の５つの笑顔を実

現することを掲げています。地域密着

型サービスとして地域との交流を積極

的に図り、地域の憩いの場となるよう

連携を行なっています。 

ホーム独自の方針も事業計画時に作

成し、「笑顔と元気な挨拶で明るい施

設作り」「自立支援」「ご利用者様・ご家

族様・地域の信頼を得る」を運営方針

に掲げています。また、毎月フロアごと

に法人理念を基にフロア目標を掲げ、

実践しています。また、フロア会議で目

標が達成できているかを検証し、達成

できていない場合は、何が原因なのか

追究し、目標達成に向けてつなげてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

法人理念の「ご利用者様・ご家族・地

域・職員・法人の『５つの笑顔』」は職員

をはじめ、ホームに来訪するすべての

人にもすぐに目に入るところに掲示し、

浸透しています。ホームの運営方針

と、毎月フロア会議で決める目標を掲

げ、職員間で共有しながら、利用者に

とって安心できる暮らしの支援を、日々

のサービスの中で実践しています。ス

タッフルームには「介護向上を目指す

点検項目」「人材になるための７つの

条件」などの自己啓発につながるポス

ターを掲示し、理念と共により良いケア

への意識付けを図っています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

2 2 

○事業所と地域とのつきあい 

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している 

日常的に散歩や買物等に出かけ、地

域の人たちと挨拶を交わしたり、話をし

たりしています。また、町会に参加し、

回覧板のネットワークに加入し、回覧

板で得たイベント情報でイベント（ふれ

あい喫茶、夏まつりなど）に積極的に

参加しています。 

地域の中学生の職業体験やボランティ

アの受入を行っています。ホームでも

作業所などの地域施設より訪問喫茶

などをしてもらっており、地域の集会所

で開催されるふれあい喫茶や鷹合虹

の会にも積極的に参加しています。ま

た、施設イベント開催時には、近くの飲

食店などに開催の主旨などを説明し了

解を得た上で、ポスターの掲示などの

協力をいただいています。 

また、地域の方にクラブ活動の講師と

して来ていただくなど地域とのつながり

が切れないように心掛けています。 

 

 

 

 

 

 

地域とのつきあいは理念にも掲げ、大

切にしています。町会に加入しており、

回覧板と町会長より地域の催しの情報

を得て、行事予定に入れて積極的に

参加しています。保育園の七夕交流会

に参加したり、ホームでのハープコン

サートに園児を招待したりする等、相

互での交流を図っています。また、ハ

ープ演奏、折り紙、傾聴ボランティア、

散歩支援等、多くのボランティアが来

訪し、交換留学生の受け入れ等によ

り、地域の中での生活に楽しみや変

化、途切れないつながりを可能にして

います。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

3  

○事業所の力を活かした地域貢献 

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている 

 

 

 

 

 

 

職員が認知症キャラバンメイトとして地

域住民に認知症について正しく理解し

て頂けるよう活動してるばかりでなく、

職員も地域の方と共に認知症サポータ

ー養成講座を受け、「認知症になって

も安心して暮らせる町づくり」を地域の

方と一緒に考える時間を共有し、日頃

業務などで得た知識や経験を伝えて

います。また、外部講師にて認知症の

研修を行い、職員のスキルアップを図

りました。 

民生委員など地域住民対象の見学会

や介護予防の講習会の開催は具体的

に実行はできていませんが、グループ

ホーム入居につながらない相談であっ

ても、介護保険サービスについての説

明や「東住吉区グループホーム・小規

模多機能連絡会」で得た情報等、情報

提供に努めています。 

また、ボランティアへのオリエンテーシ

ョン時必ず、活動に関する留意事項だ

けでなく、認知症等、理解いただけるよ

うな情報提供を行っています。活動中

も認知症について理解を深めていただ

けるよう、面談するなど工夫していま

す。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

4 3 

○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

前回の運営推進会議にて検討した議

題についての経過報告を実施し、施設

からのｲﾍﾞﾝﾄの案内や講習会について

の情報発信を実施しています。また、

施設での事故報告なども伝え、対策に

ついても相談しています。また会議で

の意見をﾌﾛｱ職員に周知徹底していま

す。また、年２回程度消防署の方にも

参加をお願いし、避難訓練の様子を伝

え、防災意識を高めています。 

 

運営推進会議は２ヵ月に一度開催して

います。会議のメンバーは町会長、地

域包括支援センター職員、利用者家

族、管理者で定着しています。ホーム

より、事業報告と行事や外出などの活

動報告をしています。町会長からは、

回覧では得られない情報提供があり、

会議の中で家族からの要望や出席者

からの助言について話し合い、意見を

得てホームの運営に反映しています。

 

 

 

5 4 

○市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる 

運営推進会議には区包括支援センタ

ー職員に参加して頂いています。 

区の介護保険関係者連絡会を通し、

区の担当職員からの情報提供、連携

を深めています。 

 

 

区内のグループホーム・小規模多機能

型居宅介護事業所連絡会、介護保険

関係連絡会に参加し、同業者間で交

流を図っています。また、社会福祉施

設連絡会にも区内のグループホーム

で唯一参加し、区の担当職員とのつな

がりを構築しています。運営推進会議

の年間記録、外部評価の結果を提出

に行き、情報を得るなど関わりを深め

ています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

6 5 

○身体拘束をしないケアの実践 

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る 

高齢者の権利擁護や身体拘束に関す

る研修会を事業所内で実施し、職員の

共有認識を図っています。 

また、外部研修にも積極的に参加し、

伝達研修を行っています。 

年間計画に身体拘束についての研修

を位置付け、事業所内外の研修に職

員が参加する機会を設け、身体拘束

の理解と禁止の対象となる具体的な行

為について、職員に周知するようにし

ています。「大阪府身体拘束ゼロ推進

標準マニュアル～利用者本位のサー

ビスによる質の向上を目指して～」を

スタッフルームに掲示し、職員の意識

付けをしています。 

 

 

7  

○虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている 

虐待防止に関する研修会を事業所内

で実施し、職員の共有認識を図ってい

ます。 

また、不適切ケアについての事例検討

を行い、なぜそのようなことが起こりう

るかを考え、虐待につながらないよう

にしています。 

 

 

  

8  

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る 

外部研修で成年後見人等の制度につ

いて研修し、個々の必要性を関係者と

話し合い、成年後見人制度などを活用

できるように支援しています。 

また、ご家族様より相談があった場合

は、その都度説明を行っています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

9  

○契約に関する説明と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている 

契約前に施設見学をしていただき、そ

の際に法人の理念や施設の方針をし

っかりと説明してから、時間をかけて対

応しています。入居後１ヶ月程度で面

会にこられた際に相談する機会を設定

しています。 

 

 

 

  

10 6 

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

 

第三者評価の結果を施設内に掲示

し、意見をだしていただけるよう環境づ

くりをしています。家族様との茶話会を

行い、家族間の交流や意見などを聞く

機会などを年３回設けています。ご家

族様のクレームに対しては、施設スタ

ッフ全体で対応し予防策を講じていま

す。 

家族様面会時に、積極的に意見・要望

等がないか確認するようにし、各フロア

に意見箱も設置しています。 

 

４月は新入職員の紹介を行い、８月は

夏祭り、１２月は忘年会を兼ねて家族

と職員が食事をしながら親しく話をする

機会を設けています。意見箱を設置し

ていますが、家族には直接職員に意

見をもらえるように伝えています。ま

た、家族の面会時には要望等、話を聞

く機会を設けることもあります。傾聴ボ

ランティアに利用者の思いを聞き取っ

てもらい、アルバムや資格の賞状を家

族に届けてもらい、居室に飾る等、希

望を叶えた事例があります。 
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11 7 

○運営に関する職員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

 

 

 

 

フロア会議、勉強会を月 1 回行い、意

見を聞くようにしています。また個別に

スタッフに対して、6 ヶ月ごとに面談を

業務中に行い、現在の仕事状況等に

ついての確認を行なっています。日頃

から 8S シートも活用し職員一人ひとり

の「気付き」を発言できる機会を設け随

時スタッフとコミュニケーションをとるよ

うにしています。 

また、毎月チーフ会議を行い、職員と

の関係を深め、活き活きと働きやすい

職場環境を作れるように努めていま

す。 

 

法人が独自に作成した提案シートによ

り、現状・改善提案・改善による効果な

ど、職員の現場の生の声として気付き

や意見を出せる機会を設け、発表をし

ます。優秀な内容には「理事長賞」「施

設長賞」もあり、職員のモチベーション

アップにつながっています。職員から

出た提案により、２階にこたつを設置し

たコーナーを作ったり、３階にはリクラ

イニングソファーを置くなどの意見が採

用され、利用者のくつろぎのスペース

を実現しています。ベランダのプランタ

ーへの水やりに便利で使い勝手を良く

するため、洗面台の下の水道管にホ

ースがつなげられるようにするという提

案で、賞を得た職員もいます。 

 

 

12  

○就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

 

代表者は毎月運営会議を開催し、管

理者から職員個々の努力、実績など

の把握を行い、各職員が向上心を持

つことができる職場環境を整えるた

め、行事等の希望があれば、それに対

応した勤務表を作成し、人員を多く確

保するなど柔軟に対応しています。 
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13  

○職員を育てる取り組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る 

 

 

外部の研修にも積極的に参加できるよ

う、外部研修のお知らせの掲示など、

体制を整備し、施設内研修会について

も月 1 回実施しています。研修報告書

については、研修ファイルを設置し常

時閲覧できるようにしています。また、

職員一人一人と面談をし、本人の悩み

や取り組みを把握し、助言しています。

  

14  

○同業者との交流を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている 

 

 

大阪市グループホームネットワークや

大阪府認知症高齢者グループホーム

協議会などに加入し、勉強会への参加

やネットワークづくりをしています。東

住吉区内でも、東住吉区ＧＨ・小規模

多機能連絡会や東住吉区ケアマネ連

絡会に加入し、ネットワークづくりや勉

強会への参加をし、サービスの質の向

上に努めています。 

  

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  

○初期に築く本人との信頼関係 

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている 

相談に来られた際には必ず施設見学

を行い、施設に対しての不安を解消で

きるように心がけています。その後、し

っかりと時間をとりご利用者様の話を

聞き、不安の解消やサービスへの要

望だけでなく、今までの生活歴など出

来るだけ詳しく聞き取れる努めていま

す。 
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16  

○初期に築く家族等との信頼関係 

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る 

相談に来られた際には必ず施設見学

を行い、施設に対しての不安を解消で

きるように心がけています。その後、し

っかりと時間をとり、ご家族様の話を聞

き、契約・金額面・医療面についての

不安を解消していくようにしています。 

 

  

17  

○初期対応の見極めと支援 

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている 

グループホーム入居希望であるが、す

ぐに入居できない場合等については、

デイサービスの利用やホームヘルパ

ー等の利用についても説明を行なって

います。なお緊急でお探しの場合は他

施設の紹介もしています。サービスを

初めて利用される場合は利用に関す

る手続きを説明しています。 

  

18  

○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている 

 

 

 

 

協働の意識を持ち、ご利用者様と日々

を楽しみながら安心して生活していた

だけるよう心がけています。掃除や洗

濯などを一緒に行なうことで今までさ

れてきた生活を大切に、また共通の目

的を達成していけるよう共同で生活し

ています。 

また、若い職員が多いため人生の先

輩として利用者様から教えていただくと

いう姿勢で対応するようにもしていま

す。 
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19  

○本人を共に支えあう家族との関係 

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている 

 

 

誕生日企画である個別外出では、しっ

かりとご家族様・ご本人様から情報収

集を行い、過去の外出先等を加味した

上で検討しています。面会にこられた

際は、スタッフとご利用者様、ご家族様

で少しでも話す機会をとれるよう職員

にも周知徹底し、その際にご利用者様

の近況を報告しています。 

ご家族様にはたよりで職員紹介をした

り、４カ月に一度「ご家族様と職員との

交流会」を開催し、ご家族様に遠慮なく

お話いただける環境を整えるよう努め

ています。 

 

  

20 8 

○馴染みの人や場との関係継続の支

援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている 

近隣で生活されていた場合は、普段の

日常で経験されていた場所（喫茶店な

ど）に外出するなど支援を行なってい

ます。また、馴染みの知人・友人が来

てもらえるよう家族にも話をしており、

家族からの了承を得て、馴染みの知

人と短時間の外出の機会も設け、グル

ープホーム入居後も入居前の関係が

途切れないよう努めています。 

 

 

 

利用者にとって旧知の知人・友人の訪

問が多くあります。ホームに入居前か

らかかりつけの医師の往診など、馴染

みの関係を継続しています。家族との

外泊や馴染みの知人との外出など、い

つまでも親しい関係が続くように支援し

ています。 
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21  

○利用者同士の関係の支援 

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

利用者様同士の関係性については、

常に意識してケアを行い、スタッフが関

わることで良好な人間関係を保てるよ

う努力しています。問題が発生した場

合は臨機応変に座席の変更等を行な

い対応しています。 

特に新規入所者の方には関わりを多く

持ち、他の利用者様との関係づくりが

できるように支援しています。 

 

  

22  

○関係を断ち切らない取り組み 

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている 

サービス利用が終了しても、これまで

の関係性を大切にしながら、必要に応

じて、家族様と連絡を取り合い、支援

する場合もある。 

  

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 

○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している 

日常生活の中で、ご利用者様の表情

や言動等から思いや希望の把握を行

うようにし、困難な場合もご家族様など

に相談しながら外出やレクリエーション

の参加等につなげていくようにしてい

ます。 

ご利用者様が思いを話しやすい雰囲

気づくりに努めています。 

 

 

スタッフ会議の中で、利用者ごとに先

月の振り返り、今月の変化を話し合

い、出された意見や居室担当の観察

の報告により利用者の思いを把握しま

す。思いを言えない利用者の意向は

日々の関わりの中から掴んだり、家族

に聞いて確認することもあります。 
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24  

○これまでの暮らしの把握 

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている 

ご利用者様およびご家族様から積極

的に情報収集を行なっています。毎年

新しい情報を追加・更新を行なってい

ます。ケース記録に保管し、随時確認

できるようにしています。 

 

  

25  

○暮らしの現状の把握 

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる 

入居後１ヶ月間は重点的に観察、見守

りを行い、現時点での状況をコミュニケ

ーション、日常生活を通じて把握する

ようにしています。 

  

26 10 

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している 

 

 

ご利用者様の意見については、普段

の会話から汲み取り、ご家族様につい

ては面会時や電話にて話をしていま

す。その結果を月 1 回のケア会議で検

討し、ケアプランに反映させるようにし

ています。 

カンファレンス兼スタッフ会議の内容

と、モニタリング、家族の意向を介護計

画に反映しています。６ヵ月毎に介護

計画の見直しを行うことを基本としてい

ますが、入退院などで変化が生じる時

には、随時利用者に応じた見直しをし

ています。変更した計画書は、家族に

説明の上、署名を得ています。 

 

 

 

27  

○個別の記録と実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている 

日々の様子を詳しく記入し、ケース記

録として誰でも閲覧するこができるよう

にしっかりと記録しています。記録を元

にケアプランの見直し、変更を行なっ

ています。 
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28  

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる 

ご利用者様の状況の変化により随時

協力医療機関以外にも受診を行なっ

ています。家族様不在時などについて

は、スタッフによる受診付き添いも行な

っています。 

 

 

 

  

29  

○地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している 

地域ボランティアの方の協力を得なが

ら、外出やレクリエーション（歌や昔の

遊び）、アニマルセラピー、子供達との

ふれあい等楽しんでいただけるよう支

援しています。 

 

  

30 11 

○かかりつけ医の受診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している 

事業所の嘱託医による訪問診療を行

っています。嘱託医以外の受診につい

ても、ご利用者様の必要に応じて、ご

家族様と連絡を行ない、通院介助を行

っています。複数の医療機関を受診で

きるような環境づくりをしています。 

 

 

 

入居以前からかかりつけの医療機関

へは受診が可能で、通院は家族の協

力を得ています。近くの協力病院やか

かりつけ医の受診には、職員が対応

することもできます。硬縮予防のため

に医療での訪問マッサージを受けてい

る利用者もいます。法人内特養の看護

師とは、２４時間オンコール対応となっ

ており、緊急時対応も可能となってい

ます。 
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31  

○看護職との協働 

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している 

協力医療機関のクリニックによる定期

健康診断および排泄のコントロールに

ついても適時連絡、指示を仰いでいま

す。また、週１回の訪問をしてもらい、

日常の健康管理をしてもらっていま

す。また、併設されていますデイサービ

スの看護師にも随時状況の確認・対応

をしてもらっています。 

 

 

 

 

 

  

32  

○入退院時の医療機関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている 

 

入院された場合は、ご家族様と一緒に

診療の方針等について説明を受ける

ようにしています。また定期的に病室

を訪れ、看護師、ご家族様と情報の交

換を行い、早期退院に向けた環境整

備を行うよう努めています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

33 12 

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる 

入居契約時に重度化した場合の指針

の説明を行い、原則として特別養護老

人ホームへの入所申し込みについても

説明しています。重度のご利用者様に

ついては、随時他の施設への移動な

どを家族と検討して対応しています。

当ホームの浴室状況や食事内容に関

してできること、出来ないこと（機械浴

がない。）を家族様に伝え、基本的に

要介護４になると特養への入所申込を

勧めています。ホームとしては次の場

所が決まるまでは、ホーム内でできる

ことを伝え、対応することにしていま

す。 

また、近隣病院にも往診の相談などを

行い、協力してもらえるよう働きかけて

いる。 

 

入居の契約の際に、「重度化した場合

における対応に関わる指針」について

説明をしています。重度化に関する基

本的な考え方を示しており、ホームで

可能なこと、難しいと考えられること等

を伝え、利用者本人や家族の意向を

尊重しています。食事の摂取が困難に

なり、医療が必要となって入院した利

用者のところへ、職員が食事介助に行

き、看取りを経験しています。今後は、

重度化への対応や終末期ケアについ

ての方針等、どのように支援をしていく

かを再考し、取り組みを進める予定で

す。 

利用者がホームでの生活を少しでも長く

継続できる可能性、重度化・終末期の対

応におけるホームの力量や体制の整

備、対応指針の見直しについて検討され

てはいかがでしょうか。 

 

 

34  

○急変や事故発生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている 

 

 

 

職員研修などで定期的に緊急時、事

故発生についての対応のロールプレイ

ングを実施しています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

35 13 

○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている 

 

 

 

消防署の協力を得て避難訓練、避難

経路の確認、消火器の使い方などの

訓練を年 2 回定期的に実施していま

す。夜間の出火についての想定での

避難訓練も実施しています。非常用食

品や水の備蓄もしています。地域の協

力を得られるよう近隣の方と日頃より

挨拶など行い関係作りに努めていま

す。 

また、今年度は大阪市危機管理室防

災アドバイザーに災害時に気をつけな

いといけないことなどの研修を行っても

らい、スタッフに避難経路、避難場所な

どの確認を行いました。 

 

年２回の避難訓練を行い、１回は消防

署の立会いの下で実施しています。先

日の大型台風による浸水で避難勧告

が出た際、建物内の全ての人が３階へ

避難できるよう準備する等、日頃から

防災時に対応できるよう努めていま

す。備蓄の食品については、賞味期限

の確認を怠らないようリストを作成し、

備えています。大型商業施設で天井に

近い壁に、消火器の設置場所を表示し

ていることを参考にし、ホームの壁の

高い位置に消火器の絵を掲示して、誰

でもわかるように工夫しています。 

 

 

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している 

 

 

 

 

 

法人の理念にあるようにご利用者様の

笑顔を大切にした言葉かけを行ってい

ます。また入職時に「ゆめしぐさ」の研

修を必ず行い、お一人おひとりの人格

を尊重したプライバシー等損ねない言

葉かけや対応の徹底に努めていま

す。記録等については、スタッフルーム

にて管理しており、日中は常時施錠す

ることで対応しています。 

職員は、法人のプライバシー等の行動

指針「ゆめしぐさ」を共有し、理念にあ

る「ご利用者の笑顔」を大切にし、利用

者の思いを尊重しています。また、誇り

やプライバシーを損ねない言葉かけや

対応を心掛けています。書類やデータ

等は事務室で厳重に管理しています。
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

37  

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援 

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている 

ゆっくりと時間をかけてご利用者様とコ

ミュニケーションをとり、ご利用者様が

落ち着くことができる環境になるように

支援しています。失語症など気持ちの

表現が難しいご利用者様に対しても、

認知症という疾患と、その方の個性や

今までの生活歴等を考慮し、言葉だけ

でなく表情やしぐさなどから、できるだ

け本心に近いお気持ちがくめるよう努

めています。 

 

 

 

 

  

38  

○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している 

 

 

 

 

 

 

 

基本プログラムは整えていますが、ご

利用者様の起床時の状況に合わせて

プログラムを変更しています。外出の

頻度についてもできるだけご利用者様

の希望に添えるように実施していま

す。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

39  

○身だしなみやおしゃれの支援 

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している 

特にご利用者様からの指定の美容室

がない場合は訪問理美容にて対応し

ています。内容（カットやパーマなど）に

ついては本人に確認しながら行っても

らっています。お出かけの際には、

時々口紅を塗ったり、着て行く洋服を

選んでいただくなど、選ぶ喜びも含め

た「心のおめかし」を楽しんでいただい

ています。 

また、毎週日曜日におめかし倶楽部を

開催し、お化粧を楽しんでいただいた

り、ビーズでリングを作り、手首につけ

ていただきとても喜んでいただいてい

ます。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

40 15 

○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している 

 

 

現在、ご利用者様の状況に合わせて

出来る部分を一緒にして頂く様にして

います。後片付けについては、洗った

食器を拭いて、食器棚にいれていただ

いています。炊事場の掃除もやってい

ただいています。 

また、各ユニット月に１回、料膳ゆめと

して調理師、管理栄養士による季節に

応じた料理を提供してもらってご家族

様にも一緒に召し上がっていただくな

ど大変好評です。 

 

朝と夕食は、職員が作り、昼食のご飯

や汁物はホームで作り、おかずはクッ

クチルを利用しています。職員は一緒

のテーブルで見守りをしながら食事を

しています。咀嚼（そしゃく）困難な方に

はソフト食、嚥下困難な方にはとろみ

食等を作り、ゆっくりと利用者のペース

で食事をしています。アレルギーのあ

る方については、別メニューを提供して

います。敬老会の時には、利用者毎に

好きなものを聞いて注文しています。

誕生日には、担当者と誕生日外出が

あり、外食で好きなものを食べていま

す。家族と一緒に食事をする機会も作

っています。おやつは、ホーム内で作

る機会を設けています。利用者は、食

器やお盆拭き等、役割を持って行って

います。 

 

41  

○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる 

食事量および水分量を記録に残し、職

員間で把握しています。献立など定期

的に同法人の管理栄養士に確認を依

頼し、意見を聞いています。 

水分が取りにくいご利用者様には好き

な飲み物や摂取しやすいようにとろみ

をつけるなどの工夫をし提供していま

す。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

42  

○口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている 

 

毎食後の口腔ケアの実施、夜間は義

歯の方には消毒などの援助をご利用

者様ごとに行っています。また、週１回

歯科医・歯科衛生士による口腔内の確

認や口腔ケア指導を行っています。 

  

43 16 

○排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている 

 

排泄チェック表を使用し、尿意のない

利用者にも時間を見計らって誘導する

ことにより、トイレで排泄できるよう支援

しています。また個々の状態に合わせ

て紙パンツやパット類を検討していま

す。 

排泄チェック表により、利用者の排泄

パターンに合わせて、トイレでの排泄

介助を行っています。夜間は、ポータ

ブルトイレを使用する利用者もいます。

介助時には、羞恥心に配慮した支援を

心掛けています。 

 

44  

○便秘の予防と対応 

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる 

日中のプログラムや散歩レクリエーシ

ョンを通して身体を動かしていただける

機会を多く設定し便秘予防の体操も行

っています。食事面でもヨーグルトなど

の提供を行い、便秘予防に努めていま

す。 

  

45 17 

○入浴を楽しむことができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている 

ご利用者様と相談した上で入浴日の

設定を行なっています。その際、時間

帯については当日ご利用者様の状況

をみながら声かけを行ない入浴してい

ただいています。 

同性介助を希望される方や寝る前に

入浴されたい方の要望をできるだけ聞

き、気持ちよく入浴していただけるよう

に努めています。 

週３回の入浴を基本としていますが、

希望すれば毎日でも入浴可能です。家

族より夜間入浴をすると良く眠れると

聞いた利用者には、夜間入浴を実践

することで安眠に繋がっています。異

性介助を嫌がる利用者には、同性介

助で安心して入浴できるように支援し

ています。お湯は利用者毎に入れ替え

し、気持ちよく入浴してもらいます。 

 



大阪府 グループホームゆめ長居公園（２ユニット共通）                                                    2013 年 10 月 23 日 

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター 22

自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

46  

○安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している 

入眠時間については、ご利用者様のリ

ズムで入眠していただいています。テ

レビを見る方はリビングでゆっくりと見

られています。 

 

  

47  

○服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている 

処方箋を各ケース記録に綴るなどスタ

ッフがいつでも閲覧できるように整備し

ています。誤薬がないように毎回名

前、日付、朝、昼、夕をスタッフは口に

出して確認しながら服用してもらうよう

に徹底しています。何か不明な点があ

れば、クリニック往診時や訪問看護時

に確認し、助言を得るようにしていま

す。 

 

  

48  

○役割、楽しみごとの支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている 

家事等を積極的にやっていただけるご

利用者様については、しっかり家事を

生活リハビリとしてやっていただいてい

ます。趣味については、生活歴等から

外出、散歩、レクリエーションで支援し

ています。晩酌を楽しみにされる方も

おられ希望された時は提供していま

す。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

49 18 

○日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

外出の希望があった場合はできるだけ

対応するようにしています。午後にそ

の希望のあるご利用者様に外出して

頂く様にしています。 

地域のボランティアの方と一緒に外出

したり、回覧板などで知った地域の行

事には積極的に参加しています。 

日常的には、近くの公園へ散歩に出か

けています。食材やおやつの買い物に

も、利用者も一緒に行っています。誕

生日外出では、担当職員と行きたいと

ころへ行き、食事や喫茶なども楽しむ

など個別外出にも取り組んでいます。

近隣で生活されていた利用者には、喫

茶店などに外出するなど、支援を行っ

ています。ドライブ外出もあります。地

域の回覧板で知った行事も参加してい

ます。 

 

 

50  

○お金の所持や使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している 

 

現金をお持ちのご利用者様について

は、買い物の際にはご自身で払って頂

く様にしています。現金を所持される安

全性やご本人様にとっての意味につい

ては、ケース会議等で検討していま

す。 

 

  

51  

○電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している 

ご家族様や友人の方からのハガキや

手紙も読むのが難しくなられた方にも

ご本人の了承を得、読み聞かせをして

います。 

また、ご希望のご家族様には、ご利用

者様と一緒にお便りを書いていただけ

るよう相談室を提供しています。 
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○居心地のよい共有空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている 

 

ご利用者様の状況に合わせてテーブ

ルやソファの配置を換えたりして落ち

着けるスペースになるようにしていま

す。ベランダでは花や野菜を育てたり、

金魚を育てるなど、よりアットホームな

雰囲気作りを行っています。 

また、季節を感じていただけるように季

節ごとにかざりつけを行っています。 

靴を脱いで座ってくつろいでいただけ

るスペースを設け、ご利用者様にも好

評です。 

一面窓ガラスで明るく広いビングから

は、公園が良く見え、季節の移り変わ

りをいつでも感じることができます。壁

には、利用者が作った季節を感じる折

り紙の飾りつけや、大きな模造紙に歌

詞と歌詞に合う絵が書かれ貼られてい

ます。こたつのコーナーやソファーが配

置され、くつろぎのスペースになってい

ます。バルコニーにはプランターでゴー

ヤなどが植えられ、収穫して食材にし

て楽しんでいます。トイレのドアは、男

性用と女性用が区別できるように、職

員が色を変えて花をペイントし、利用

者にわかりやすくなっています。 

 

 

 

53  

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり 

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている 

リビングのテーブルやソファの配置を

検討し、対応しています。自然にご利

用者様同士が座席に座っていただけ

るように心がけています。 

独りになられたい場合も行動を抑制す

ることなく、より安全にお過ごしいただ

けるよう工夫に努めています。 
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○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている 

 

 

 

入居時にご家族様に現在使っていま

すものを持ってきてくださるように説明

を行っています。入居後は居室内の変

更については、随時ご家族様の協力を

得ています。 

居室には、エアコンとクローゼット、洗

面台が標準設備され、一部ではトイレ

付の居室もあります。利用者に合わせ

て、使い勝手の良いポータブルトイレを

持ち込んでいる方もいます。ベッドはホ

ームが一律で備え付けるのではなく、

利用者に合わせたベッドをレンタルや

購入で個別に設置しています。チェスト

や写真、ぬいぐるみなど、お気に入り

のものを飾り、その人らしい居心地の

良い空間になっています。 

 

55  

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり 

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している 

共有スペースを広く取っています。 

ﾄｲﾚや居室などその方の状態に応じて

わかるよう掲示をするなど工夫してい

ます。 

また、脱衣場に手すりやいすを設置

し、安全に着脱できるように配慮してい

ます。 
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